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① 食べ物の細菌やウィルスのリスクが分かります。

② 地域に適した住まいづくりがあることが分かります。

③ 結婚すると財産はどうなるかが分かります。

④ 雨が降った時に濡れにくい服の素材が分かります。

⑤ 子どもを産む環境づくりから生まれた後の育児環境が分かります。

⑥ 介護とはどのようなことかが分かります。

小学校で家庭科が力強いアイテムになる

文部科学省は小学校の教科担任制を推進しています・・・

① 教科担任制は、同じ先生が家庭科など一つの科目を

複数のクラスに教えることです。

小学校は普通、全科目をクラス担任１人が教えます。

② 現在、教科担任制の多い科目順は・・・家庭科は３番目に多い！
１位）音楽 55.6％、２位）理科 47.8％、３位）家庭科 35.7％

副免許の学生さんにも手厚い指導をしている

少人数だから家庭科担当の大学教員がしてきたこと

① 副免許学生のメンバーを全て把握している。

② 副免許学生全員の教育実習を参観している。

③ 附属中学校の教員と副免許学生の状況について連絡を密にしている。

④ 副免許学生がしっかり免許を取得できるよう、時間割の作成時には

２年生以上とやり取りをし、確認・対応をしている。

家庭科を副免許・基礎免許とする学生の人数
４年生：４人，３年生：７人，２年生：４人，１年生：５人

長崎県の中学・高校の家庭科の先生が少ない

① 長崎県の家庭科の先生は少なくて困っています。

中学校、高校 両方同じ状況です。

② 近年、長崎県で家庭科の免許を取ることができる大学が

長崎大学 と 活水女子大学 だけだからです。

③ 卒業生は、即戦力として活躍しています。
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